令和３年７回瑞浪市農業委員会総会議事録

	開催日時
	令和３年７月２９日（木）
午後　２時００分　開会　　　
午後　３時１０分　閉会

	開催場所
	瑞浪市役所　４階　全員協議会室

	議　　長
	永井　恒　会長　　　

	出席委員

（２２名）

	委員
	鵜　飼　重　光
	水　野　安　喜

	
	
	板　橋　茂　晴
	安　田　清　和

	
	
	渡　邉　美　孝
	永　井　　　恒

	
	
	大　山　理　晴
	勝　股　増　夫

	
	
	鈴　木　録　郎
	奥　村　正　子

	
	
	足　立　正　之
	日比野　由美子

	
	
	土　屋　敏　子
	

	
	農地利用最適化推進委員
	岩　嶋　貞　夫
	加　納　富　雄

	
	
	伊　藤　道　子
	勝　股　重　雄

	
	
	三　輪　徳　夫
	板　橋　仁　晃

	
	
	櫻　井　公　紀
	有　我　俊　春

	
	
	渡　邉　俊　美
	

	欠席委員
（１名）
	
	伊　藤　征　史
	

	
	
	
	

	事務局
	事務局長　市　原　　憲　

局長補佐　水　野　義　康
主　　事　日比野　有　真
主　　事　井　上　麻里奈
事務職員　大　竹　喜　彦

	付議事項
議第１号　　農地法第３条の規定による許可申請について
議第２号　　農地法第４条の規定による許可申請について
議第３号　　農地法第５条の規定による許可申請について
議第４号　　農業経営基盤強化促進法第１８条の規定による農用地
　　　　　　利用集積計画（案）について
議第５号　　瑞浪農業振興地域整備計画の変更について
付議の内容については別紙のとおり


	会　長

	（挨拶）　
　それではただ今から、令和３年第７回瑞浪市農業委員会総会を開会いたします。瑞浪市農業委員会の会議規則第３条の規定により、議長は会長が務めることになっておりますので、私が議長の職を務めさせていただきます。

本日、伊藤征史委員から欠席する旨の通告がありましたので、報告したします。従いまして、本日の出席委員は、農業委員１３名、推進委員９名でありますので、農業委員会等に関する法律第２７条第３項の定足数であります過半数に達しており、総会は成立いたしました。

　それでは、議事日程に従って進めてまいりますので、委員各位のご協力をお願いいたします。

	議　長
	　日程第１、議事録署名委員の指名について、これを議長から指名させていただくことにご異議はありませんか。

	委　員
	（異議なしの声）

	議　長
	　それでは異議ないものと認め、議事録署名委員は、勝股増夫委員と三輪徳夫委員の２名を指名いたします。　　

なお、本日の議事録書記は、事務局を指名いたします。

	議　長
	それでは日程第２に入ります。
議第１号「農地法第３条の規定による許可申請について」を議題といたします。

伊藤道子委員、説明をお願いします。

	伊藤（道）委員
	去る７月２１日に、板橋茂晴委員、安田清和委員、水野事務局長補佐、日比野主事、私の５名で現地確認をいたしました。
議第１号　農地法第３条の規定による許可申請につきましては、３件であります。

内容といたしましては、田が３筆、畑が２筆で、合計面積2,614㎡であります。
詳細については、事務局より説明を求めます。

	日比野主事
	それでは、議第１号　農地法第３条の規定による、許可申請について、ご説明申し上げます。
今月は３件の申請がありました。
まずは、議案集の３ページをご覧ください。左側の赤枠が申請地になります。
（議案書の内容を説明）
申請地は、瑞浪インターチェンジの南西に位置しております。
本申請は、譲渡人が高齢で後継者がいないため、隣接する農地を所有する譲受人が取得し、農業経営の拡大を図るよう申請するものであります。
取得後における耕作の事業に供すべき農地の面積は３,４２３㎡で、法第３条における最低経営面積２,０００㎡に達しておりますので、許可に対する問題はないものと考えます。
続きまして、４ページをご覧ください。３－１５番は、続く３－１６番と併せて、同じ申請者の方が、新たに就農されるということで、ブルーベリー畑を始めるために、賃借権を設定するものであります。
（議案書の内容を説明）
申請地は、旧陶小学校から南西方向約３００ｍに位置しております。
本申請は、賃貸人が高齢で農地を管理できないため、賃借人が借り受け、新規営農基盤を確立するよう申請するものであります。
賃借人は、続く３－１６番にて、同様に、賃借権設定の申請をしており、耕作の事業に供すべき農地の面積は、合計で２，３１４㎡となります。したがって、法第３条における最低経営面積２,０００㎡に達しておりますので、許可に対する問題はないものと考えます。
続きまして、５ページをご覧ください。３－１６番は、先ほどの３－１５番と同じ方からの申請です。
（議案書の内容を説明）
申請地は、釜戸町神徳地区、県道６６号線沿いにあります。
本申請は、賃貸人が高齢で農地を管理できないため、賃借人が借り受け、新規営農基盤を確立するよう申請するものであります。
賃借人は、先に説明しました３－１５番の農地を同時に賃借し、耕作の事業に供すべき農地の面積は、合計で２，３１４㎡となります。したがって、法第３条における最低経営面積２,０００㎡に達しておりますので、許可に対する問題はないものと考えます。
以上、議第１号　農地法第３条の規定による、許可申請に係るご説明とさせていただきます。
ご審議の程、よろしくお願いいたします。

	議　長
	では、これより議第１号について質疑に入ります。ご質疑、ご意見はありませんか。

	大山委員
	　３－１５番についてです。
　申請地は、農振農用地ですか。

	日比野主事
	　農業振興地域外になります。

	議　長
	　他には。

	委　員
	（質疑、意見無し）

	議　長
	それでは、お諮りいたします。
議第１号「農地法第３条の規定による許可申請について」、申請のとおり許可することに賛成の委員は挙手をお願いします。

	委　員
	（全員挙手）

	議　長
	全員賛成ですので、議第１号は申請のとおり許可することに決定いたします。
次に、議第２号「農地法第４条の規定による許可申請について」を議題といたします。
伊藤委員、説明をお願いします。

	伊藤（道）委員
	議第２号　農地法第４条の規定による許可申請につきましては、１件であります。

内容といたしましては、畑が１筆で、面積721.76㎡であります。
詳細については、事務局より説明を求めます。

	日比野主事
	それでは、議第２号　農地法第４条の規定による、許可申請について、ご説明申し上げます。
今月は１件の申請がありました。
では、議案集の７ページをご覧ください。
こちらは、先月、資金証明の提出がなかったため、審議を見送らせていただいたのですが、その後、申請者様より資金証明の提出がありましたので、改めて議案に上程しております。
（議案書の内容を説明）
申請地は、国道１９号の小田交差点から南方向へ約１５０ｍにあります。カネスエ薬師店の近くになります。
周辺の状況は、公衆用道路、及び宅地に囲まれていますので、周辺農地への影響はありません。
当該申請は、申請人が、申請地と南側の一体利用地を利用して、２棟１５戸の共同住宅を建築するよう、申請するものであります。
申請地は、登記地目は「宅地」ですが、現況は栗の木等が植えてあり、農地性があったため、転用申請を受けております。
なお、今月２１日に現地確認を行った際、申請地と一体利用地が、どちらも更地になっておりました。業者に確認したところ、もともと一体利用地に建っていた工場の解体工事を行った際、申請地も一緒に更地にしてしまったとのことで、転用許可前の事前着手に当たりますので、始末書と経緯書の提出を受けております。
当該申請地は、都市計画用途区域の工業地域に存在する、第３種農地でありますので、転用に対する問題はないものと考えます。
以上、議第２号　農地法第４条の規定による、許可申請に係るご説明とさせていただきます。
ご審議の程、よろしくお願いいたします。

	議　長
	では、これより議第２号について質疑に入ります。ご質疑、ご意見はありませんか。

	委　員
	（質疑、意見無し）

	議　長
	ないようですので、お諮りいたします

議第２号「農地法第４条の規定による許可申請について」、申請のとおり許可相当とすることに賛成の委員は挙手をお願いします。

	委　員
	（全員挙手）

	議　長
	全員賛成ですので、議第２号は、申請のとおり許可が相当であるとの意見書を添えて、岐阜県知事に対して進達することに決定します。

次に、議第３号「農地法第５条の規定による許可申請について」を議題といたします。
伊藤委員、説明をお願いします。

	伊藤（道）委員
	議第３号　農地法第５条の規定による許可申請につきましては、７件であります。

内容といたしましては、田が５筆、畑が３筆で、合計面積2,189㎡であります。
詳細については、事務局より説明を求めます。

	日比野主事
	　それでは、議第３号　農地法第５条の規定による許可申請について、ご説明申し上げます。
今月は７件の申請がありました。
では、議案集の１１ページ、１２ページをご覧ください。右側の２筆が申請地になります。
（議案書の内容を説明　５－４５番）
申請地は、瑞浪インターチェンジの、料金所の西側に位置しております。
周辺の状況は、公衆用道路、及び宅地に囲まれているため、周辺農地への影響はありません。
当該申請は、譲受人が自宅の隣の申請地を取得し、駐車場及び庭とするよう申請するものであります。
当該申請地は、都市計画用途区域の第１種住居地域に存在する、第３種農地でありますので、転用に対する問題はないものと考えます。
続きまして、１３ページ、１４ページをご覧ください。
（議案書の内容を説明　５－４６番）
申請地は、ＪＡとうと稲津支店から南東へ約３００ｍに位置しております。
周辺の状況は、公衆用道路、及び宅地に囲まれていますので、周辺農地への影響はありません。
当該申請は、使用借人の家族が増えたため、義祖父から申請地を借り受け、戸建て住宅を建築するよう申請するものであります。なお、申請地の一部が、昭和５４年頃より、住宅への進入路として利用されていましたので、始末書の提出を受けております。
当該申請地は、都市化の傾向にある地域に存在する、第３種農地でありますので、転用に対する問題はないものと考えます。
続きまして、１５ページ、１６ページをご覧ください。
（議案書の内容を説明　５－４７番））
申請地は、バロー瑞浪店から北へ約３００ｍに位置しております。
周辺の状況は、公衆用道路、及び雑種地に囲まれていますので、周辺農地への影響はありません。
当該申請は、賃借人が、嶋崎内科医院の近隣にある申請地を借り受け、調剤薬局を経営するよう申請するものであります。
なお、当該申請地は、平成１６年頃から駐車場等に利用されていましたので、始末書の提出を受けております。
当該申請地は、都市計画用途区域の第１種住居地域に存在する、第３種農地でありますので、転用に対する問題はないものと考えます。
続きまして、１７ページ、１８ページをご覧ください。
（議案書の内容を説明　５－４８番）
申請地は、ミュージアム中仙道の西へ約１００ｍに位置しております。
周辺の状況は、公衆用道路、水路、及び宅地に囲まれていますので、周辺農地への影響はありません。
当該申請は、譲渡人が遠方に居住しており、農地の維持管理が困難であるため、譲受人が取得し、宅地造成をするよう申請するものであります。
当該申請地は、都市計画用途区域の第１種住居地域に存在する第３種農地でありますので、転用に対する問題はないものと考えます。
続きまして、１９ページ、２０ページをご覧ください。
（議案書の内容を説明　５－４９番）
申請地は、稲津コミュニティーセンターから南東方向へ約１００ｍに位置しております。
周辺の状況は、宅地、用悪水路、及び農地に囲まれていますので、隣地承諾書の提出を受けております。
当該申請は、譲渡人が遠方に居住しており、農地の維持管理が困難であるため、譲受人が日当たりの良い申請地を取得し、太陽光発電設備を設置するものであります。
当該申請地は、都市化の傾向にある地域に存在する第３種農地でありますので、転用に対する問題はないものと考えます。
続きまして、２１ページ、２２ページをご覧ください。
（議案書の内容を説明　５－５０番）
申請地は、瑞浪市浄化センターから東へ約３００ｍに位置しております。
周辺の状況は、公衆用道路、宅地、及び譲渡人の所有する農地に囲まれていますので、周辺農地への影響はありません。
当該申請は、譲受人の家族が増え、実家が手狭となったため、戸建て住宅を建築するよう申請するものであります。
当該申請地は、都市計画用途区域の第１種住居地域に存在する、第３種農地でありますので、転用に対する問題はないものと考えます。
続きまして、２３ページ、２４ページをご覧ください。
（議案書の内容を説明　５－５１番）
申請地は、上野町にあります大垣共立銀行瑞浪支店の、道路をまたいだ北側に位置しております。
周辺の状況は、公衆用道路、及び宅地に囲まれていますので、周辺農地への影響はありません。
当該申請は、譲受人が自宅の隣の申請地を取得し、駐車場とするよう申請するものであります。
当該申請地は、都市計画用途区域の第１種住居地域に存在する、第３種農地ですので、転用に対する問題はないものと考えます。
以上、議第３号　農地法第５条の規定による許可申請に係るご説明とさせていただきます。
ご審議の程、よろしくお願いいたします。

	議　長
	ありがとうございました。
では、これより議第３号について質疑に入ります。ご質疑、ご意見はありませんか。

	委　員
	（質疑、意見無し）

	議　長
	別段ないようですので、お諮りいたします

議第３号「農地法第５条の規定による許可申請について」、申請のとおり許可相当とすることに賛成の委員は挙手をお願いします。

	委　員
	（全員挙手）

	議　長
	全員賛成ですので、議第３号は、申請のとおり許可が相当であるとの意見書を添えて、岐阜県知事に対して進達することに決定します。

次に、議第４号「農業経営基盤強化促進法第１８条の規定による農用地利用集積計画（案）について」を議題といたします。
農林課より説明をお願いします。

	局長補佐
	それでは、議第４号　基盤強化法第１８条の規定による農用地利用集積計画案について、ご説明申し上げます。

議案集の２５ページと２６ページをお願いします。
申請番号３６番は、土岐町字北川原の田２筆を、借受人に、令和３年８月１日から５年間、使用貸借権を設定するものです。

こちらは更新になります。

２６ページが地図です。
この地図は、土岐町の下沢地区になります。「デイサービスセンターさくら」があって、国道１９号と旧１９号が鶴城の交差点で合流する、その付近になります。
以上、議第４号　農用地利用集積計画案についての説明とさせていただきます。
ご審議の程よろしくお願いいたします。

	議　長
	では、これより議第４号について質疑に入ります。ご質疑、ご意見はありませんか。

	渡邉（俊）
委員
	　今回あった第３条申請の賃借権設定と、基盤強化法第１８条の利用権設定とでは、どのように違うのでしょうか。

	大竹
事務職員
	　満了のときに、利用権設定の場合は、期間満了をもって終了になるのに対して、第３条申請の場合は、事前に解約の意向を伝えないと自動的に更新されていってしまうという違いがあります。
　農地の所有者からすると、貸した農地が戻らないなどの不安を解消し、安心して貸し借りすることができるように、利用権設定という制度が昭和５５年頃にできています。

	議　長
	　他には。

	委　員
	（質疑、意見無し）

	議　長
	ないようですので、お諮りいたします

議第４号「農業経営基盤強化促進法第１８条の規定による農用地利用集積計画（案）について」、計画案を決定することに賛成の委員は挙手をお願いします。

	委　員
	（全員挙手）

	議　長
	全員賛成ですので、議第４号は、計画案のとおり決定いたします。
次に、議第５号「瑞浪農業振興地域整備計画の変更について」を議題とします。

農林課より説明をお願いします。

	井上主事
	それでは、議第５号　瑞浪農業振興地域整備計画の変更について、説明いたします。

まず初めに、瑞浪農業振興地域整備計画の概要について説明いたします。
瑞浪農業振興地域整備計画は県知事によって指定された農業振興地域内で、瑞浪市が地域の農業振興を図るために必要な事項を定めたものになります。
また、瑞浪市は農業振興地域内で、農業に利用すべき土地として「農業振興地域の整備に関する法律」により農用地区域を定めています。この農用地区域への編入や農用地区域からの除外については、県、農業委員会、ＪＡと協議をして進めていくものになります。
今回は農振除外のみとなりますので、農振除外するための５要件について説明させていただきます。
1つ目は代替地がないこと、２つ目は農業上の効率的かつ総合的な利用に使用がないこと、３つ目は、効率的かつ安定的な農業経営を営む者に対する農用地の利用集積に支障がないこと、４つ目は、土地改良施設等の機能に支障がないこと、５つ目は、土地改良事業等の工事完了年度の翌年度から起算して８年を経過していることになります。
こちらの５要件を満たしている場合のみ、農振除外が可能となります。
それでは、２７ページをご覧ください。除外申請が３件になります。
整理番号１は、釜戸町字神徳の田　１６８㎡に住宅を建築するための除外申請となります。
申請地の場所については、２８ページをご覧ください。
次に２９ページをご覧ください。個人事業計画書になります。今回の利用目的は、農家住宅です。転用事業者は、一色町４丁目に住んでいる方です。３行目右側の「利用目的の必要性」ですが、農業後継者となる次女夫婦の住宅を、次女夫婦の子どもの保育園のために、令和4年度中に建設する必要があるためです。
土地選定の理由及びその経過についてですが、申請者の所有する土地は、大部分が土砂災害特別警戒区域や土砂災害警戒区域となります。
また、申請者夫婦と母親も高齢のため、申請者宅の隣接地に新居の建設を希望されていることから、協議が整い申請に至りました。
現況写真は、３０ページに載せてあります。３１ページに配置図、３２ページに家族書、３３ページに農振除外後の転用に関する確約書、３４ページに代替地検討一覧を載せてあります。
規模の妥当性については、家屋と２台分の駐車場を建設する予定で、１６８㎡は妥当と言えます。
農地利用集積への影響についてですが、申請地の周りは水路、道路、宅地に囲まれており、南側は農地だが、農地所有者の了解を得ており、影響は無いと言えます。
続いて、２７ページの整理番号２は、大湫町字野田の田　３３㎡に建物の一部が越境しているための除外申請となります。
３７ページをご覧ください。申請地は、大湫コミュニティーセンターから南へ４５０ｍほどの場所になります。
３８ページの個人事業計画書をご覧ください。利用目的は、一般個人住宅です。転用事業者は、明世町戸狩に住んでいる方です。３行目右側の「利用目的の必要性」ですが、譲渡を受けた大湫町字野田の建物の一部が越境しているため、申請する必要があります。
土地選定の理由及びその経過についてですが、申請者の所有する土地の中で選定地以外は、一体利用を希望する土地に面しておらず、代替できません。現況写真は、３９ページ、４０ページに配置図、４１ページに家族書、４２ページに始末書になります。
規模の妥当性については、現在、越境している家屋部分と宅地に供している部分を分筆しているため、３３㎡は、妥当と言えます。
農地利用集積への影響についてですが、申請地に面する農地は、申請者の所有地であり、影響は無いと言えます。
代替地検討一覧は、４４ページに載せてあります。

	局長補佐
	除外の３については、ＪＲ東海が行うリニア中央新幹線の関係になりますので、私の方から説明をさせていただきます。
議案集の４６ページからになります。
場所は、明世町月吉地区です。化石博物館を通り過ぎて突き当たったところを右へ行くと日吉町、左へ行くと国道１９号という地図になっています。
申請者は、中央新幹線日吉トンネル新設（南垣外工区）工事共同企業体で、除外の目的は、リニア中央新幹線のトンネル工事に伴う職員用駐車場でございます。
これは、令和２年８月に職員用駐車場として利用したいということで農地転用、一時転用の申請があり、令和２年８月総会で審議し、最終的に令和２年９月２８日に一時転用許可のあった案件です。農振農用地での一時転用であるので、期間は、最長で３年以内ということで、令和５年９月までとなっています。現況は、４８ページの写真のとおりです。
　しかしながら、トンネル工事の都合上、令和８年９月まで、引き続き駐車場として利用したいということで、今回、農振農用地からの除外申請がありました。農振農用地のままですと、この「３年」という期間の延長はないですので、一時的に農振農用地から除外して、令和８年９月まで駐車場として利用したいということです。
　４７ページの真ん中より少し下、「土地選定理由及びその経過」のところです。
中央新幹線工事共同企業体は、土地を所有しておらず、土地所有者の土地から検討したところ、他の土地は、既に住宅敷地として使用していることや、農振農用地に指定されていることから、申請地の他には適当な土地がないこと。また、一段の農地の中では一番下、一番端（はし）にあり、農地の集団化、農作業の効率化に支障を及ぼす恐れがないこと。それから、申請地は、２７ページの整理番号３にありますように、ほ場整備が行われておりますが、昭和61年に工事が完了しており、「８年以上経過していること」など、除外の要件を満たしております。
　工事共同体からは、工事が終了したあとは、砂利を取り除き、もとの農地に戻すとの誓約書を提出してもらっていますので、今回、農振農用地から除外することは、やむを得ないものと考えます。
　なお、申請地は工事終了後、農地に戻ったあと、再度、農振農用地に編入する予定であります。
以上、議第５号　瑞浪農業振興地域整備計画の変更に係るご説明とさせていただきます。ご審議のほど、よろしくお願いいたします。

	議　長
	ありがとうございました。
では、これより議第号に５号について質疑に入ります。ご質疑、ご意見はありませんか。

	委　員
	（質疑、意見無し）

	議　長
	別段ないようですので、お諮りいたします

議第５号「瑞浪農業振興地域整備計画の変更について」、提案内容に賛成の委員は挙手をお願いします。

	委　員
	（全員挙手）

	議　長
	全員賛成ですので、議第５号は、提案のとおり異議のないものとして瑞浪市長に報告することに決定いたします。
それでは以上をもちまして、令和３年第７回瑞浪市農業委員会総会を閉会いたします。


以上、事務局が作成した議事録は正確であることを認め、議事録署名委員は下記のとおり署名、押印する。

令和　　年　　月　　日

・議　　長　　

・委　　員　　

・委　　員　　
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